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我
が
国
音
楽
産
業
の
ア
ジ
ア
市
場
進
出
状
況
と
商
業
用
レ
コ
ー
ド
の
還
流
防
止
措
置
施
行
状
況
に
関
す
る
質
問

主
意
書

平
成
十
六
年
の
通
常
国
会
に
お
い
て
成
立
し
た
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
五
月
六
日
法
律
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
二
号
。
以
下
「
法
律
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
商
業
用
レ
コ
ー
ド
の
還
流
防
止
措
置

（
以
下
「
還
流
防
止
措
置
」
と
い
う
。
）
を
導
入
す
る
に
当
た
り
、
文
化
庁
は
社
団
法
人
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
（
以
下
「
レ

コ
ー
ド
協
会
」
と
い
う
。
）
を
始
め
と
す
る
関
係
諸
団
体
に
よ
る
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
積
極
進
出
を
行
う
為
に
必
要
と
の
主
張
に

基
づ
き
法
案
を
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
の
施
行
か
ら
間
も
な
く
三
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
我
が

国
音
楽
産
業
の
ア
ジ
ア
市
場
進
出
状
況
に
つ
い
て
政
府
に
対
し
質
問
す
る
。

一

本
年
九
月
二
十
六
日
に
レ
コ
ー
ド
協
会
及
び
音
楽
産
業
・
文
化
振
興
財
団
が
開
催
し
た
「
第
四
回
東
京
ア
ジ
ア
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
概
要
説
明
及
び
日
本
音
楽
の
ア
ジ
ア
展
開
に
関
す
る
報
告
会
」
で
は
、
平
成
十
八
年
の
各
国
・
地
域
に

お
け
る
売
上
に
つ
い
て
還
流
防
止
措
置
が
導
入
さ
れ
た
平
成
十
七
年
と
比
較
し
た
場
合
、
香
港
が
十
八
万
枚
で
前
年
比
百
二

十
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
加
す
る
一
方
、
台
湾
で
は
七
十
六
万
九
千
枚
で
前
年
比
七
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
韓
民
国
（
以
下

「
韓
国
」
と
い
う
。
）
で
は
三
十
五
万
枚
で
前
年
比
七
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
幅
な
前
年
割
れ
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
要

一



因
に
つ
い
て
関
係
諸
団
体
は
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

二

ま
た
、
還
流
防
止
措
置
の
導
入
に
つ
い
て
文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
法
制
問
題
小
委
員
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
た
際
に

レ
コ
ー
ド
協
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
資
料
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
音
楽
ソ
フ
ト
の
需
要
予
測
（
要
約
版
）
」
に
お
い
て
は
、

本
年
度
の
需
要
見
込
み
に
つ
い
て
台
湾
が
三
百
九
十
五
万
枚
、
韓
国
が
百
四
十
六
万
七
千
枚
、
香
港
が
七
十
二
万
一
千
枚
と

予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
数
値
は
本
年
、
達
成
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
る
の
か
。
本
年
一
月
か
ら
十
月
ま
で
の
速
報

値
等
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
実
数
値
の
提
示
を
含
め
達
成
見
通
し
の
可
否
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
る
。

三

我
が
国
音
楽
産
業
は
こ
れ
ま
で
、
還
流
防
止
措
置
以
外
に
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
ア
ジ
ア
市
場
に
お
け
る
邦
楽
の
需
要

拡
大
を
図
っ
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
前
年
比
で
大
幅
に
割
り
込
む
厳
し
い
状
況
下
に
お
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
需
要
の
拡
大

を
図
る
つ
も
り
で
あ
り
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
音
楽
産
業
を
指
導
す
る
方
針
で
あ
る
の
か
。
詳
細
な
答
弁
を
求
め
る
。

四

還
流
防
止
措
置
は
来
年
十
二
月
三
十
一
日
付
で
最
初
の
適
用
期
限
を
迎
え
る
が
、
そ
れ
以
降
も
一
及
び
二
で
指
摘
し
た
状

況
に
特
段
の
変
化
が
無
く
、
法
律
制
定
時
の
需
要
予
測
を
大
き
く
下
回
り
、
急
激
な
需
要
拡
大
の
見
通
し
が
立
た
な
い
場
合

は
我
が
国
音
楽
産
業
が
法
律
制
定
時
に
還
流
防
止
措
置
が
必
要
な
理
由
と
し
て
挙
げ
た
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
積
極
進
出
が
果
た

さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
法
律
制
定
時
に
国
際
条
約
上
の
内
外
無
差
別
原
則
に
よ
り
邦
楽
・
洋
楽
を
問
わ
ず
あ

二



ら
ゆ
る
音
楽
の
輸
入
を
禁
止
し
得
る
お
そ
れ
が
条
文
上
、
払
拭
し
得
な
い
点
か
ら
大
規
模
な
反
対
運
動
が
起
き
た
経
緯
等
に

鑑
み
、
著
作
権
法
第
百
十
三
条
五
項
は
廃
止
を
含
め
た
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

五

還
流
防
止
措
置
の
施
行
状
況
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

平
成
十
七
年
一
月
一
日
の
法
律
施
行
か
ら
本
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
日
本
国
外
の
権
利
者
が
著
作
権
法
第
百
十
三
条

五
項
に
基
づ
く
輸
入
禁
止
の
申
立
を
行
っ
た
事
例
は
存
在
す
る
の
か
。

�

洋
楽
の
ベ
ス
ト
ア
ル
バ
ム
や
リ
ミ
ッ
ク
ス
盤
に
お
い
て
、
日
本
国
内
の
レ
コ
ー
ド
会
社
な
い
し
日
本
国
外
の
レ
コ
ー
ド

会
社
の
日
本
法
人
が
独
自
に
編
集
し
、
原
盤
権
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
「
邦
楽
」
と
み
な
し
、
還
流
防
止
措
置

を
申
請
し
た
件
数
及
び
税
関
に
お
け
る
受
理
件
数
は
前
項
と
同
じ
期
間
内
に
何
件
、
存
在
す
る
の
か
。
ま
た
、
か
か
る
申

請
に
対
し
て
法
律
上
は
可
能
で
あ
っ
て
も
制
定
時
に
再
三
「
洋
楽
に
は
適
用
し
な
い
」
と
し
て
き
た
音
楽
産
業
側
の
主
張

に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
に
対
し
、
文
化
庁
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


